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胆道疾患のない健常なボランティア 5 名に対し、検査 protocol 通り前日より絶食とし摂食前に撮像し、
その後[A：洋]たんぱく質、脂質を多く含む食事（卵サンドイッチと牛乳 200ml）を摂り経時的な変化
を観察する事とした。また実施日を変え、[B：和]炭水化物を多く含む食事（おにぎり 2個とお茶
200ml）でも同様の撮像を行った。この 2種類の食事に対し、摂食前、摂食後 30分から 1.5時間、2.5




1）絶食時の胆嚢体積を 100%とし、[A：洋]では食後 30分で平均 52.9%、1.5時間で 16.6%と最も収
縮し、その後 2.5 時間で 26.2%、3.5時間で 56.1%、4.5時間では 78.2%と徐々に再拡張した。 
2）[B：和]では食後 30分で平均 68.9%まで収縮した後、1.5 時間で 77.9%、2.5時間で 72.6%、3.5時
間で 75.8%、4.5時間で 80.1%まで再拡張した。 
 
【考察】 
1）[A：洋]では食後 3～4時間程度で胆嚢が 50～60%まで再拡張し撮像可能になるが、胆嚢管癌との鑑
別が必要な疾患では食後 6時間程度あけることが望ましい。また、食後 1～2時間では最も胆嚢が収縮
するため撮像は避けるべきである。 
2）[B：和]では全体を通して 50%以下まで収縮することが無かったため、胆嚢管癌との鑑別が必要な
疾患では食後 2～3時間要するが、それ以外の疾患では食事の時間にかかわらず検査可能と言える。 
